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「サマーウォーズ」特別試写会

ストーリー
高校２年の夏休み、天才的な数学力を持ちながらも内気
な性格の小磯健二は、憧れの先輩・夏希にアルバイトを
頼まれる。二人がたどりついた先は、長野にある彼女の
田舎「上田市」。そこにいたのは総勢27人の大家族。夏
希の曾

そう

祖
そ

母
ぼ

・栄は、室町時代から続く戦国一家・陣
じんのうち

内家
の当主であり、一族を束ねる大黒柱だ。
栄の誕生日を祝うために集った、個性豊かな“ご親

しん

戚
せき

”の
面々。そこで健二は突然、夏希から「フィアンセのフリ
をして」と頼まれてしまう。栄のためにと強引に頼み込
まれ、数日間の滞在をすることになった健二。にぎやか
な親戚の面々に気

け

圧
お

されながら、必死に大役を果たそう
と奮闘するのだった。その夜、彼の携帯に謎の数字が連
なったメールが届く。数学が得意な健二はその解読に夢
中になるのだが…翌朝、世界は大きく一変してい
た。健二を騙

かた

る何者かが、世界を混乱に陥
れていたのだ。
「私たち一家でカタをつけるよ！」栄の号令
のもと、健二と夏希、そして陣内家の面々
が、一致団結して世界の危機に立ち向かう！

「時をかける少女」のスタッフを再結集
～上田が世界のUEDAに！～
青春映画の傑作として国内外から高い評価を受けたアニメ映画
「時をかける少女」。「サマーウォーズ」は、細田監督がそのスタッ
フを再結集して製作したファン待望の作品。日本全国はもちろ
ん、広く世界で公開される予定です。
スタッフ　脚本：奥寺佐渡子（学校の怪談）
　　　　　キャラクターデザイン：貞本義行（ヱヴァンゲリヲン）
　　　　　美術監督：武重洋二（もののけ姫、千と千尋の神隠し）

物語の舞台は上田市
映画に登場するのは、長野新幹線、別所線、
上田わっしょい、上田高校野球部・・・・・

サマーウォーズが描く信州上田の“美しい山々の緑”、“すがす
がしい青空”、そして、“趣のある旧家のたたずまい”といった
癒
いや

しの風景は、細田監督とスタッフの綿密な取材の賜
たま

物
もの

です。

細田守監督とそのスタッフが
上田市を丹念に取材

期　日 　７月20日（月・祝）
場　所 　上田市民会館
ゲスト 　細田守監督、神木隆之介さん、桜庭ななみさん
鑑賞券 　広報うえだ６月16日号に申込方法が掲載されています。
問い合わせ 　 観光課　TEL23・5408　

８月１日㈯
全国劇場公開

Ⓒ2009 SUMMERWARS FILM PARTNERS
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上田城そっくりの陣内家のお屋敷
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特
集夏

ま
つ
り

上田祇園祭
今年も、宮みこし・樽

たる

みこしなど80を超えるみこしのほか、子ども
みこしや花車が、にぎやかに中央商店街へ繰り出します。
日　時 　７月18日㈯　みこし／午後１時～９時30分
場　所 　上田中心市街地ほか
交通規制 　７月18日㈯午後５時30分～９時30分
　中央市街地の交通が規制されます。市民の皆さんにはご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願いします。きれいなまちづ
くりのため、ごみの持ち帰りにご協力ください。
　上田祇園祭実行委員会（上田市自治会連合会事務局内）

　　TEL22・4100（内線1359）

第38回上田わっしょい
昭和47年から開催されている市民の祭り。夕方から夜にかけて、
自治会・企業・各種グループなど約１万人の市民が、みこし・太
鼓・踊りなどにより、真夏の夜を盛り上げます。
期　日 　７月25日㈯
時　間 　みこし／午後４時～６時
　　　　　踊り・太鼓／午後６時30分～８時45分
場　所 　上田中心市街地
　上田わっしょい実行委員会（ 観光課内）　TEL23・5408

交通規制
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ま
つ
り

第22回
信州上田
大花火大会
今年で22回目を迎える大花火大会は、千曲
川の河畔を彩る上田の風物詩。今年も昨年と
同じ５日に開催されます。スターマインを中
心に約8,000発の花火が、夏の夜空を華やか
に彩ります。迫力満点の大花火をお楽しみく
ださい。
日　時 　８月５日㈬午後７時～
 （荒天の場合順延）
場　所 　常田新橋下流300ｍ付近
交通規制 　午後６時30分～９時までの間、

常田新橋が車両通行止めとなるほ
か、上田橋から小牧橋下までの右
岸堤防道路と、上田橋から常田新
橋までの左岸堤防道路は車両通行
止めになります。

駐車場 　無料駐車場はありません。ご来場
には、公共交通機関をご利用くだ
さい。

　信州上田大花火大会実行委員会
　　（上田商工会議所内）　TEL22・4500

第51回上田七夕まつり・
夏のフードサミット

海野町商店街で行われる「上田七夕まつり」は商店街のイベントとして県下最
大級。東西300ｍに約40店の参加店による、高さ15ｍの創意工夫を凝らした
七夕飾りが豪華に立ち並びます。今年は「食」のイベント“フードサミット”を
同時開催します。夏の風物詩・七夕まつりへぜひお越しください。
期　日 　８月６日㈭～８日㈯
場　所 　海野町商店街
　海野町商店街振興組合事務局　TEL22・9301
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UEDA JOINT 2009
歴史ある上田城跡を舞台に、今年もUEDA JOINTが開催されま
す。今年で８年目の開催となるUEDA JOINTは、世界的に活躍
するミュージシャンが集結し、それぞれ個性あるステージを
繰り広げます。また、会場では独創的な出店やワークショッ
プなども行われます。
期　日 　７月31日㈮、８月１日㈯・２日㈰
時　間 　午前10時30分～午後９時30分（予定）
場　所 　上田城跡公園
出　演 　BEAT-RICE、BECK、blissed、Bong Jing、Chi3 Chee 

a.k.a. Hikitch、地下鉄Crew、Cinema DUB Monks、
 Jeffrey Connor、conomark、cosmorama、DJ 

Cosmos a.k.a. F-SEXY、Cro-Magnon、Cutsigh a.k.a KASAI（AUDIO ACTIVE）、DIZZY VENTILATORS、Dragon、Drift 
Wood、DUBLUES Band、emz、John Frazee、Gee 2wo and nanamari、gravity free、DJ 光、Kaoru Inoue a.k.a. 
Chari Chari、kentaro iwaki（dub archanoid trim / blowman）、JAH MOON、jaja、junny works、Katsuya!、Kengo
（Freaky Machine）、kei（AFNICA）、DJ Ken爺（PSY/How Sweet）、K-106、Keyco、小林 "TONY" 祥夫、M82、Mancheez、
Marianne、☆マーレーズ☆、DJ Masaki、Michinori Maru、三根 星太郎、三宅 洋平、宮崎 大、元晴（SOIL&"PIMP 
SESSIONS）、NAKAMURA AKIRA PROJECT、NAOITO、OVERHEADS、OZ/山口佳祐、RAS KANTO、らぞく、Rinse、
sakti a.k.a. haruka、DJ SAMATA、swell、Yas Takeuchi and friends、Hide Tanaka Meets SPEACLOUD、Tak Tanaka、
Jody Tenpool（tengaku）、DJ Tobori、T.O.M.、TOMOKI A HEART、Toshia（3/4NUMM）、TRIAL PRODUCTION、宇宙チャ
ンネル、UKI、山仁&Sagaraxxx、Yen、吉村 勇作（Yusaku "Maestro" Yoshimura）、DJ 45、the 68's、and more...（出演
者は変更になる場合があります）

入場料 　無料
　UEDA  JOINT実行委員会　TEL25・6333　 http://www.uedajoint.com

第28回武石夏祭り
期　日 　８月12日㈬・14日㈮・15日㈯
場　所 　武石地域自治センター駐車場周辺、武石グラウンド、
 老人福祉センター
内　容 　12日／太鼓演奏、みこし、おどりほかイベント多数
　　　　　14日／親善グランドゴルフ大会、親善ソフトテニス大会、
 　　　森林公園マレットゴルフ場無料開放
　　　　　15日／親善囲碁大会
　武石夏祭り実行委員会（ 産業観光課内）　TEL85・2828

第25回真田まつり
キャラクターショー、野外特設ステージイベント、子どもイベン
ト広場、みこし、民謡流し、信州真田六文銭太鼓演奏、真田鉄砲
隊演武など、多彩なイベントを開催します。
日　時 　８月１日㈯午後１時～
場　所 　真田運動公園及びその周辺
　真田まつり実行委員会（ 産業観光課内）　TEL72・2204
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激走！珍走！笑走！
第14回信州爆水RUN in 依田川
日本マラソン100選にも選ばれたこの大会には、毎年全国からたくさんの方が参加します。川を横断したり、岩場や川原を走り、
普段挑戦できない体力の限界に挑戦し、自分の内なるパワーを鉄人コースで再確認。ちょっと無理かなと思っているあなたは、
レースではなく、親しい仲間で川のウォーキングを楽しむのもいいのでは。コースを決めるのはあなたです。大会指定タイム
に近いチームには各賞があります。仮装チームも大歓迎！川の中のレースのほか、魚のつかみ取り、食のおもてなしなど各種
イベントも。
日　時 　８月９日㈰　開会式／午前９時15分～
 スタート／午前９時45分～（ファミリー・グループ→ずくだしてGO!→鉄人の順）
場　所 　丸子総合グラウンド及び依田川・内村川
コース 　鉄人コース（約８㎞・タイムトライアルレース）、ずくだしてGO!コース（約４㎞・タイムトライアルレース）、ファ

ミリー・グループコース（約３㎞・指定タイム制）
参加資格 　鉄人コース・ずくだしてGO!コース／中学生以上（未成年は保護者の承諾が必要）、ファミリー・グループコース／

小学生以上（小学生は保護者同伴、幼児は保
護者の責任において参加可）

参加費 　鉄人コース・ずくだしてGO!コース／2,000
円、ファミリー・グループコース（１グルー
プ５名まで）／高校生以上1,000円・小学生
500円・小学生未満は無料

申込方法 　申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加費を
添えて７月17日㈮までに実行委員会へ。

 詳しくはホームページ（http//bakusui-run.
hp.infoseek.co.jp/）をご覧ください。

　信州爆水RUN in 依田川実行委員会
　　（丸子総合体育館内）　TEL43・2250

第32回丸子ドドンコ
みこしや山車、法

はっぴ

被や浴衣姿でにぎわう、丸子の夏を彩る
一大イベント。
期　日 　８月１日㈯
時　間 　みこし／午後３時～、踊り／午後６時～
場　所 　上丸子商店街
　 産業観光課　TEL42・1048

花市
お盆に供える生花の市が起源となる夏の風物詩。会場と
なる上丸子商店街では、丸子町商工会の海戸支部、沢田
支部、三反田支部主催の輪投げ大会やフリースロー大会
などお手軽で、楽しいコーナーも盛りだくさん。
期　日 　８月12日㈬
場　所 　上丸子商店街
　丸子町商工会　TEL42・2213
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ま
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岳の幟
別所温泉に伝わる珍しい雨

あま

乞
ご

いのお祭り。反物をくくりつけた
竹竿（幟

のぼり

）を担いだ行列が夫
お

神
がみ

岳
だけ

山頂から別所温泉まで練り歩
き、ささら踊りや三

み

頭
かしら

獅
じ

子
し

も奉納されます。国の選択無形民俗
文化財に指定され、今年で505回目を迎えます。
日　時 　７月12日㈰　午前８時ごろ～午後１時ごろ
場　所 　夫神岳から別所温泉街
　別所温泉観光協会　TEL38・3510

保野祇園祭
1562年に武田信玄が穂

ほ

屋
や

野
の

にまちづくりをし、祇園祭
を始めさせたと言われ、御

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行列・保野獅
じ

子
し

・童
どう

女
じょ

のささら舞・屋台ばやし・祭事の進行行列などが450年
の古式を伝えています。市指定無形文化財に指定されて
いる伝統あるお祭りです。
日　時  宵

よい

祭り／７月18日㈯午後８時～
 本

ほん

祭り／７月19日㈰午後３時30分～
場　所  宵祭り／保野公民館、本祭り／塩野神社
　実行委員会（柳沢）　TEL090・1433・2000

第11回あじさい祭り
塩田平の前山寺から塩野神社までのあじさい小道に咲く、３万株
を超える「額あじさい」をゆっくり散策、ご鑑賞ください。
期　日 　７月18日㈯・19日㈰
場　所 　山王山公園、塩田城跡あじさい広場、あじさい小道
◇小道ウォーキング　
　両日とも午前10時にあじさい広場へ集合。
◇山王山公園特設ステージ
　楽器演奏、太鼓演奏、沖縄民謡、ジャズ演奏など（18日午後１
　時～５時）。
◇フォトコンテスト撮影会　19日午前９時に塩田の館で受付。
駐車場 　塩田城跡あじさい広場に無料駐車場
　塩田の館　TEL38・1251
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市
民
が
集
い
、文
化
芸
術
の
薫
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
拠
点
の
整
備
に
向
か
っ
て

交流・文化施設等
整備検討シリーズ

Vol.4

〜
検
討
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
、
市
民
公
聴
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
〜

　

上
田
市
天
神
の
Ｊ
Ｔ
開
発
地（
旧
Ｊ
Ｔ
上
田
工
場
跡

地
）の
一
部
に
計
画
し
て
い
る
交
流
・
文
化
施
設
等
の

整
備
に
向
け
て
、
整
備
内
容
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い

る「
交
流
・
文
化
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
」か
ら
の
中

間
報
告
を
も
と
に
、
市
民
公
聴
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
民
公
聴
会
で
は
中
間
報
告
の
内
容
説
明
の
ほ
か
、

施
設
整
備
の
財
源
見
込
み
や
市
全
体
の
財
政
的
な
見
通

し
な
ど
も
示
す
中
で
、
参
加
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

数
多
く
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
も
様
々
な
観
点
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
市
民
公
聴
会
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
結
果
の
概
要
と
、
そ
の
中
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

交
流
・
文
化
施
設
の
あ
り
か
た

市
民
公
聴
会
開
催
結
果

●
開
催
状
況

　

５
月
13
日
㈬
〜
30
日
㈯
の
間
、
上
田
市
民
会
館
、
上
田
創

造
館
、
丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
真
田
公
民
館
、
武

石
公
民
館
を
会
場
に
計
８
回
開
催
し
、
延
べ
３
６
３
人
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｔ
開
発
地
に
お
け
る
交
流
・
文
化

施
設
の
あ
り
か
た　

中
間
報
告
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果

●
募
集
の
概
要

　

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰
ま
で
募
集
期
間
を
設
け
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
市
役
所
本
庁
舎
・
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
及
び
各
公
民
館
計
16
か
所
に
設
置
し
た
受
付
箱
へ
の

投
入
に
よ
る
方
法
で
、
29
人
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
民
公
聴
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
、
中
間
報
告
の
項
目
ご
と
に
市
で
分

類
し
ま
し
た
。「　

」内
の
表
現
は
、
中
間
報
告
の
中
で
用
い

ら
れ
て
い
る
表
現
で
す
。

中
間
報
告
の
全
体
に
つ
い
て

●
理
念
、
整
備
方
針
、
運
営
・
管
理
な
ど
多
岐
に
亘
り
緻ち

密み
つ

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
良
い
。

●
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
や
上
田
市
文
化
芸
術
振
興
に
関

す
る
基
本
構
想
と
整
合
性
が
あ
っ
て
良
い
。

●
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
特
徴
的
な
施
設
と
す
べ
き
。

●
市
内
の
他
の
文
化
施
設
と
の
違
い
や
位
置
づ
け
を
明
確
に

す
べ
き
。

●
施
設
整
備
に
よ
る
財
政
負
担
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
記
載

す
べ
き
。
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Ⅰ 

理
念
と
目
標

１ 

基
本
理
念
と
目
標

●「
人
に
や
さ
し
い　

交
流
の
輪
が
広
が
る　

創
造
都
市
う

え
だ
」な
ど
、
基
本
理
念
や
目
標
と
し
て
良
い
。

●「
文
化
」、「
人
」、「
ま
ち
」が
育
つ
た
め
の
拠
点
と
し
て
の

理
念
に
感
動
し
た
。

●「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
現
段

階
か
ら
青
少
年
向
け
広
報
を
作
成
し
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

●
基
本
理
念
の
根
底
に
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て「
育
成
」と
い
う

言
葉
は
不
適
当
。「
人
に
や
さ
し
い
」施
設
も
当
然
の
こ
と
。

●「
文
化
・
芸
術
」の
定
義
を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

２ 

文
化
創
造
と
都
市
創
造

●「
育
成
」の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

博
物
館
協
議
会
、
地
域
協
議
会
と
も
連
携
す
べ
き
。

●「
育
成
」面
で
、
市
民
の
公
募
作
品
を
展
示
す
べ
き
。

●
ホ
ー
ル
、
美
術
館
に
お
い
て
、
一
流
芸
術
の「
鑑
賞
」機
会

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

●「
鑑
賞
」面
で
は
、
郷
土
作
家
の
顕
彰
を
含
め
た
作
品
展
示

を
行
う
べ
き
。

●「
創
作
」活
動
の
支
援
と
し
て
、
小
説
や
文
芸
の
活
動
も
入

れ
る
べ
き
。

●「
創
作
」環
境
づ
く
り
の
た
め
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
山
本

鼎
版
画
大
賞
展
な
ど
に
多
く
の
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

す
べ
き
。

●「
交
流
」事
業
の
充
実
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
業
者
、
報
道
機

関
を
活
用
す
べ
き
。

●「
交
流
」面
で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
と
も
連
携
す
べ
き
。

●「
交
流
」面
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
利
用
を
促
進
す
べ
き
。

●
文
化
基
金
を
設
け
、
市
民
音
楽
祭
を
開
催
し
、
文
化
力
を

向
上
さ
せ
る
べ
き
。

Ⅱ 

交
流
・
文
化
施
設
の
整
備
方
針

１　

施
設
整
備
の
方
向
性

●「『
歴
史
や
伝
統
に
学
ぶ
文
化
の
薫
る
ま
ち
』実
現
に
向
け

て
の
中
核
と
な
る
施
設
」な
ど
、
方
向
性
と
し
て
良
い
。

●「
上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
」と
し
て
中
途
半
端
で
な
く
立
派
な

施
設
と
す
べ
き
。

●
外
観
な
ど
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
を
基
本
と
す
べ
き
。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
配
慮

し
た
施
設
で
あ
る
べ
き
。

●
太
陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
な
ど
を
活
用
し
、
環
境
に
十
分

配
慮
し
た
施
設
と
す
べ
き
。

●
事
業
費
抑
制
の
た
め
美
術
館
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
に

整
備
し
、
こ
の
施
設
は
ホ
ー
ル
機
能
の
み
と
す
べ
き
。

●
蚕
都
上
田
と
し
て
の
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
べ

き
。

●
公
設
の
映
画
館
を
併
設
す
べ
き
。

２　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
多
目
的
ホ
ー
ル
は
結
局
、
特
徴
の
な
い
無
目
的
な
ホ
ー
ル

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
目
的
を
明
確
に
す
べ
き
。

●
大
ホ
ー
ル
の
席
数
は
１
５
０
０
席
と
す
べ
き
。

●
人
口
規
模
か
ら
大
ホ
ー
ル
は
１
８
０
０
席
以
上
と
す
べ
き
。

●
音
響
、
照
明
、
舞
台
装
置
を
充
実
さ
せ
、
伝
統
芸
能
に
対

応
し
た
設
備
も
必
要
。

●
楽
屋
は
舞
台
と
同
フ
ロ
ア
に
多
く
設
置
し
、
ま
た
動
線
や

設
備
へ
の
配
慮
も
必
要
。

●
ホ
ワ
イ
エ
を
広
く
す
べ
き
、
ま
た
、
と
く
に
ト
イ
レ
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
な
配
慮
が
必
要
。

●
小
ホ
ー
ル
は
音
響
・
照
明
設
備
を
充
実
さ
せ
た
固
定
席
と

す
れ
ば
稼
動
率
も
向
上
す
る
。
ま
た
外
国
製
の
有
名
ピ
ア

ノ
を
配
備
す
べ
き
。

●
６
０
０
〜
８
０
０
席
程
度
の
中
ホ
ー
ル
の
整
備
も
検
討
す

べ
き
。

３　

美
術
館

●
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
創
作
、

体
験
、
発
表
が
で
き
る
施
設
と
す
べ
き
。

●
展
示
の
位
置
や
高
さ
な
ど
、
子
ど
も
や
障
が
い
者
の
鑑
賞

に
配
慮
す
べ
き
。

●
美
術
館
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
の
両
立
が
特
に
困
難
な
施

設
で
あ
り
、
ま
た
収
蔵
庫
も
湿
気
な
ど
の
関
係
か
ら
完
成

後
す
ぐ
に
使
え
な
い
た
め
、
計
画
的
な
整
備
が
必
要
。

４　

交
流
施
設

●
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
練
習
室
は
必
ず
設
置
す
べ
き
。

●
会
議
室
は
大
・
中
・
小
の
各
規
模
を
設
置
す
べ
き
。

５　

市
民
緑
地
・
広
場

●
市
内
に
あ
る
屋
外
彫
刻
や
銅
像
を
移
設
、
展
示
す
べ
き
。
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６　

施
設
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

●
ホ
ー
ル
や
美
術
館
で
催
し
が
重
な
っ
た
時
の
た
め
に
、
駐

車
場
は
多
め
に
設
置
す
べ
き
。

●
景
観
的
に
、
ホ
ー
ル
と
美
術
館
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
建

物
と
す
べ
き
。

Ⅲ 

運
営
・
管
理
の
方
向
性

１　

エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
中
心
市
街
地
と
の
連
携
や
回
遊
性
へ
の
配
慮
、
に
ぎ
わ
い

の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
重
要
。

●
新
施
設
と
上
田
城
や
柳
町
な
ど
を
つ
な
げ
る
、
真
田
紐ひ
も

に

な
ぞ
ら
え
た
観
光
ル
ー
プ
舗
道
を
整
備
す
べ
き
。

●
上
田
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
重
要
。
駅
と
Ｊ
Ｔ
開

発
地
を
地
下
道
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、
高
架
橋
で
結
ぶ
べ
き
。

●
新
施
設
付
近
に
し
な
の
鉄
道
㈱
ま
た
は
上
田
電
鉄
㈱
の
新

駅
を
設
置
す
べ
き
。

●
商
業
施
設
や
宿
泊
施
設
、市
の
魅
力
を
発
信
す
る
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
併
設
し
、
市
内
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
企
画
す
べ
き
。

●
上
田
城
跡
公
園
前
の
道
路
を
拡
幅
し
、
観
光
会
館
も
移
設

す
べ
き
。

●
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
試
算
す
べ
き
。

２　

施
設
の
運
営
・
管
理

●
専
門
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
登
用
す
べ
き
。

●
可
能
な
部
分
は
電
子
化
し
、
人
件
費
を
抑
制
す
べ
き
。
ま

た
、
運
営
に
は
高
齢
者
の
力
を
活
用
す
べ
き
。

●
運
営
管
理
経
費
を
数
値
と
し
て
示
し
、
市
民
負
担
も
明
確

に
す
る
こ
と
で
市
民
の
関
心
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

●
収
入
や
稼
動
率
の
向
上
の
た
め
に
、
計
画
段
階
か
ら
催
し

な
ど
の
事
業
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

●
だ
れ
も
が
気
軽
に
、
公
平
に
利
用
で
き
る
利
用
料
金
を
設

定
す
べ
き
。

●
受
益
者
負
担
を
徹
底
す
べ
き
。

Ⅳ 

建
設
に
あ
た
っ
て

１　

他
施
設
と
の
役
割
分
担

●「
上
田
文
化
会
館
は
右
岸
地
域
の
創
作
・
発
表
の
拠
点
」な

ど
、他
の
文
化
施
設
と
の
役
割
分
担
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
分
か
り
に
く
い
。

２　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る
こ
の
機
会
を
生
か
す
べ
き
。

●
早
期
建
設
を
望
む
。

●
不
況
対
策
の
公
共
投
資
と
い
う
意
味
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
い
。

●
こ
の
経
済
状
況
下
で
は
整
備
す
べ
き
で
な
い
。

●
美
術
館
は
延
期
も
検
討
す
べ
き
。

３　

整
備
事
業
費
と
財
源

●
将
来
に
借
金
を
残
す
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
借
金
で
は

な
く
文
化
を
残
す
施
設
と
し
て
必
要
。

●
施
設
の
機
能
を
必
要
最
小
限
に
絞
り
、
整
備
事
業
費
を
抑

制
す
べ
き
。

●
市
民
参
画
の
意
味
で
も
、財
源
と
し
て
寄
付
を
募
る
べ
き
。

●
個
人
的
な
試
算
で
は
総
事
業
費
１
０
０
億
円
で
整
備
可
能
。

残
り
50
億
円
は
整
備
後
の
運
営
費
と
し
て
留
保
す
べ
き
。

●
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
も
、
借
金
の
上
乗
せ
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
負
の
遺
産
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
。

そ
の
他
の
意
見

●
本
施
設
の
建
設
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
地
元
の
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
。

●
上
田
の
文
化
水
準
は
高
い
が
施
設
面
が
弱
い
。
お
金
に
は

換
え
ら
れ
な
い
精
神
性
を
重
ん
じ
る
べ
き
。

●
文
化
表
彰
を
設
け
る
べ
き
。
そ
う
し
た
施
策
が
こ
の
施
設

の
理
念
実
現
に
つ
な
が
る
。

●
小
中
学
校
の
耐
震
化
や
、
産
院
な
ど
の
医
療
施
設
の
整
備

を
優
先
す
べ
き
。

●
施
設
周
辺
の
交
通
状
況
、
渋
滞
に
十
分
配
慮
す
べ
き
。

●
市
民
公
聴
会
の
資
料
に
あ
る
運
営
管
理
費
の
見
込
み
や
起

債
残
高
の
推
移
な
ど
は
、広
報
う
え
だ
で
も
公
開
す
べ
き
。

●
市
内
文
化
施
設
の
利
用
状
況
と
収
支
、
合
併
特
例
債
の
他

の
利
用
方
法
、市
の
借
金
の
内
訳
を
広
報
に
公
開
す
べ
き
。

●
上
田
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
今
時
、
箱
物
行
政
は

時
代
遅
れ
。
建
設
に
反
対
。

●
上
田
市
自
体
が
交
流
・
文
化
都
市
。
こ
の
こ
と
が
大
切
で
、

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
市
民
の
意
見
を
聞
い
て

ほ
し
い
。

●
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
に
は
、
住
民
投
票
で
是
非
を
問

う
べ
き
。

●
中
心
市
街
地
へ
の
回
遊
を
考
え
れ
ば
、
整
備
地
は
リ
ヴ
ィ

ン
跡
地
と
す
べ
き
。
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寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
大
変
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
施
設
の
規
模
や
機
能
に
対
す

る
詳
細
か
つ
具
体
的
な
要
望
と
い
う
よ
う
な
、
整
備
を
前
提

と
し
た
意
見
が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

●
中
間
報
告
の
内
容
に
対
す
る
ご
意
見
に
つ
い
て

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
う
ち
、
中
間
報
告
の
内
容
に
対
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
へ
報
告
し
、
最
終
報
告

に
向
け
た
検
討
資
料
と
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
市
が
整
備

基
本
計
画
を
策
定
す
る
際
の
参
考
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
懸
念
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
か
、
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
懸
念
も
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
市
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
視

点
の
も
と
、
借
入
金
の
早
期
返
済
に
努
め
、
教
育
や
医
療
な

ど
、
他
の
事
業
も
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
に
時

間
を
か
け
て
計
画
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
検
討
委
員
会

で
の
整
備
事
業
費
や
運
営
管
理
費
の
縮
減
を
念
頭
に
お
い
た

議
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
引
き
続
き
、
健
全
財
政
維
持
に

努
め
、
中
間
報
告
に
も
あ
る
よ
う
な
、
財
政
状
況
に
配
慮
し

た
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
に
つ
い
て

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｔ
開
発
地
と
上
田
駅
な
ど
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
具
体
的
な
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
は
ま
さ
に「
エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
観
点
に

基
づ
き
、
中
心
市
街
地
全
体
の
あ
り
か
た
を
踏
ま
え
た
議
論

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
Ｊ
Ｔ
開
発
地
全
体
、
中

心
市
街
地
や
既
存
文
化
施
設
と
の
連
携
、
東
信
濃
地
域
に
広

が
る
文
化
圏
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
、

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
更
に
明
確
に
し
て
い
き
な
が
ら
、
未
来
に

向
け
て
の「
ひ
と
づ
く
り
」、「
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
十
分

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
今
後
の
進
め
方

　

今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
方
法
・
手
段
に
よ
っ
て

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
慎
重
に
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　 交流・文化施設建設準備室　TEL23・5219　FAX25・4100　Eメール：koryubunka＠city.ueda.nagano.jp

JT開発地では、現在土地区画整理事業による、新たな利活用に向けての基盤整備が進められています。

中間報告の全文、市民公聴会の概要、パブリックコメントへの個々の回答は、上田市ホームページにも掲載していま
すのでご覧ください。これからも、市民の皆さんの声を大切にしながら検討を進めますので、皆さんのご意見を電話、
FAX、メールなどでお寄せください。また、「出前ときめきのまち講座」でも出張し、意見交換をさせていただきます。
少人数のグループでも結構ですので、お気軽にお申し込みください。

今後の予定
市では、今後の予定として、おおむね次のとおり考えています。

平成21年秋季

整備基本計画
策定

平成25年度末

交流・文化施設
開館

平成23～25年度

施設整備工事

平成22～23年度

基本設計
実施設計

➡ ➡ ➡
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長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度

の
保
険
証
が
８
月
１
日
に
更
新
と
な
り

ま
す
。新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
、
ま
た
は

送
付
先
変
更
届
の
あ
る
場
合
は
届
出
の

送
付
先
に
、「
転
送
不
要
」扱
い
の
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

転
送
不
要
と
す
る
の
は
、
最
近
、
郵

便
局
に
虚
偽
の
転
居
届
を
出
し
て
郵
便

物
を
だ
ま
し
取
る
な
ど
の
犯
罪
が
発
生

し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
受
取

人
の
方
が
郵
便
局
に
転
居
届
を
出
し
て

い
て
も
、
保
険
証
は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
住
民
票
に
記

載
さ
れ
た
住
所
以
外
の
場
所
へ
の
送
付

を
希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
国
保
年
金

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
一
部
負
担
金

の
割
合
な
ど
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
証
を
更
新

●国保税の税率
　今年度の国民健康保険税の税率・額は、昨年度から変更はありません。賦課限度額は介護保険分が、今年度課税分
から９万円が10万円に改正されました。

区　　分 所得割率 資産割率 均等割額
（１人あたり）

平等割額
（１人あたり） 賦課限度額

①医療保険分 6.85％ 18％ 18,500円 18,500円 47万円

②後期高齢者支援金分 1.7％ 5,000円 5,000円 12万円

③介護保険分（40～64歳の方） 2.4％ 5,000円 6,000円 10万円

・国保税の年税額は①～③の税率などで計算した合計額になります。

●国保税の納税通知書の発送
　７月10日ごろ、納税義務者の世帯主あてに発送します。世帯主が国保に加入していない場合も、同じ世帯に国保加
入者がいる場合には、世帯主にお送りします。 

●出産育児一時金の支給額が変更に 
　平成21年10月１日以降の出産から、国保加入者の出産育児一時金が国の緊急の少子化対策として４万円引き上げら
れ、39万円（産科医療補償制度の加入病院などで出産した場合は42万円）となります。あわせて、お手元に現金がなく
ても安心して出産できるように、原則として一時金は出産した病院に直接支払われる方法となります。なお、支給額
の引き上げは、平成23年３月31日までの出産が対象です。

平成21年度の国民健康保険税

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険

料
免
除
や
納
付
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
平

成
21
年
度
の
申
請
を
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
免
除
・

納
付
猶
予
の
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

の
１
年
間
で
、
前
年
度
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
の
承
認
を
受
け
、
翌
年
度
以
降
の
継
続
申
請
も
希
望

さ
れ
て
い
る
場
合
は
今
回
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

い
ず
れ
の
制
度
で
も
、免
除
及
び
猶
予
期
間
は
将
来
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
保
険
料
免
除
制
度

　

市
役
所
に
申
請
し
、
社
会
保
険
事
務
所
で
前
年
の
所

得
を
審
査
し
て
、
承
認
を
受
け
る
と
、
所
得
に
応
じ
て

保
検
料
の「
全
額
」、「
４
分
の
３
」、「
半
額
」、「
４
分

の
１
」の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
が
で
き
、
保
険
料
免
除

制
度
と
同
様
に
社
会
保
険
事
務
所
で
審
査
し
ま
す
が
、

世
帯
主
の
所
得
審
査
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
間
の
保
険
料
を
後
か
ら
納
付
で
き
ま
す
。
な
お
、
学

生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に
な
り
ま
す
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

収
入
が
な
い
学
生
が
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に

申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と

同
様
に
な
り
ま
す
。
申
請
期
間
は
４
月
か
ら
の
１
年
間

で
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は

納
付
書
な
ど
。
平
成
20
年
３
月
31
日
以
降
の
失
業
な
ど

を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
か

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票（
コ
ピ
ー
可
）。
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
申
請
手
続
き
を

　 国保年金課　TEL23・5118
　　 市民生活課　TEL42・1053
　　 市民生活課　TEL72・0154
　　 市民生活課　TEL85・2827

新しい保険証は、「カードの
色は黄色に」「文字サイズが
大きく」なります。
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　 福祉課　TEL23・5130

　

福
祉
医
療
制
度
と
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
う

ち
、
保
険
適
用
に
な
っ
た
自
己
負
担

分
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る
制
度
で

す
。

　

次
の
表
に
該
当
す
る
方
は
、
資
格

が
取
得
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
資
格
喪
失
と
な
っ
た

方
で
も
、
現
在
の
状
況
に
よ
っ
て
は

再
度
資
格
が
取
得
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
し
そ
う
な
場
合
は
、

福
祉
課
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
武
石

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
医
療
費
給
付
金
の
対
象
範
囲

　

医
療
機
関
で
は
通
常
ど
お
り
お
支

払
い
い
た
だ
き
、
後
に
口
座
振
込
で

医
療
費
の
一
部
が
市
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
す
る
金
額
は

受
益
者
負
担
金
と
高
額
療
養
費
、
附

加
給
付
金
を
除
い
た
額
と
な
り
ま

す
。
受
診
月
か
ら
１
年
を
経
過
す
る

と
、
福
祉
医
療
費
の
給
付
が
受
け
ら

ご
存
知
で
す
か
？

福
祉
医
療（
医
療
費
助
成
）制
度

●福祉医療制度に該当する方

区分 対象者 所得制限

児童 出生～小学６年生までの児童
（小学生は入院のみ給付） なし

障害者

特別児童扶養手当１級

所得が特別障害者手当
を受給できる範囲内の
額

身体障害者手帳１・２・３級

療育手帳A1・A2・B1・B2

65歳以上国民年金法別表該当
者※1

精神障害者
保健福祉手帳

１級（通院のみ）

１級（入･通院）
市町村民税非課税世帯

２級（入･通院）

母子・父子家庭の親と子、父母のいな
い児童

所得が児童扶養手当を
受給できる範囲内の額

高齢者 67～70歳未満の方 市町村民税非課税世帯

※1詳細はお問い合わせください。
自立支援施設の入所者は、住所地特例該当の場合もあります。

れ
な
く
な
り
ま
す
。

・
県
内
受
診
の
場
合　

受
診
の
際
、

「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
市
へ
の
申
請
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
提
示

を
忘
れ
た
際
は
、
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
県
外
受
診
の
場
合　

受
診
月
以

降
に
、
福
祉
課
か
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
保
険
点
数
が
明
記
さ
れ
た

領
収
書
と
保
険
証
が
必
要
で
す
。

●
現
在
資
格
の
あ
る
方

　

現
在
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
の
、

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

新
し
い
受
給
者
証
は
、
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
・
資
格

要
件
の
審
査
後
、
非
該
当
に
な
っ
た

方
に
は
通
知
し
ま
す
。
通
知
が
届
か

な
い
場
合
は
、
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
児
童
の
方
に
は
、
す
で
に
受
給
者

　

証
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

県制度の改正により、福祉医療費
の受益者負担金が10月受診分か
ら、300円が500円になります。
この福祉医療制度は、共に支えあ
い、将来にわたり持続・運営が可
能な制度とする必要性から、受益
者負担金を負担いただくもので
す。受益者負担金は、診療報酬明
細書、診療科ごとにかかります。
67～69歳の高齢者の資格者は、
現行どおりの負担額です。

特定疾患医療受給者に
見舞金を支給
●対象　市内在住で、平成21年７月１日現

在で保健所から特定疾患医療受給者
証の交付を受けている方。小児慢性
特定疾患で医療受診券をお持ちの
方。

●支給金額　１万円（支給は年１回で今回の
　　　　　　申請のみ）。
●申請期限　８月14日㈮
●申請方法　見舞金申請書と特定疾患医療受

給者証の写しを、福祉課または
各地域自治センターの担当窓口
へ提出。

　 福祉課　　　TEL23・5130
　　 健康福祉課　TEL42・1118
　　 健康福祉課　TEL72・2203
　　 健康福祉課　TEL85・2067

福祉医療給付金が
制度改正に
受益者負担金が10月から
変更になります

ボクと

おじい
ちゃん、

おばあ
ちゃん

みんな
の健康

を

お手伝
いして

くれま
す
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　上田の夏の風物詩｢上田城跡能｣を開催します。
　今年は、シテ方に観

かん
世
ぜ
喜
よし
之
ゆき
、関根祥

よし
人
と
（ともに重要

無形文化財総合指定保持者・日本能楽会員）、狂言方
に野村萬

まん
斎
さい
、囃
はや
子
し
方に亀井忠雄（人間国宝）を迎えます。

豪華出演者による幽玄の世界をご堪
たん
能
のう
ください。

　NHKテレビなどで数々の講師を務めてきた観世喜
よし

正
まさ
による能楽の番組解説や、無料の能楽講座もありま
すので、初めての方でも気軽に本格的な能楽公演をお
楽しみいただけます。

日　時  ８月29日㈯午後２時～（能楽講座／午後０時30分～１時15分・正午開場）
場　所  上田市民会館大ホール
演　目  能「井

い

筒
づつ

」観世喜之、狂言「清
し

水
みず

」野村萬斎、能「舎
しゃ

利
り

」関根祥人
鑑賞券  全席指定　Ａ席3,500円、Ｂ席3,000円（能楽講座は入場無料）
発売場所  琴光堂、上田市民会館、上田文化会館、丸子文化会館、真田公民館、上田市教育委員会第二庁舎、イベ

ントナガノ（インターネット販売）
発売開始  ７月７日㈫
関連企画  上田市立博物館では、８月17日㈪～31日㈪の間、上田市指定文化財「上

うえ

田
だ

縞
じま

能衣裳」と、「浜村家能面コ
レクション」のうち、今回の能演目で使用する能面と同種のものを中心に数点を展示します（上田城跡能
鑑賞券呈示で期間中入館無料）。

　「上田薪能を観る会」事務局
（ 文化振興課内）　　　　
TEL23・6361　　　　　　　

豪華共演
第13回上田城跡能

「ニュルンベルク交響楽団」演奏会
丸子文化会館セレスホールイベント情報

　グラミー賞受賞の名門オーケストラが初来
日！巨匠フィリップ・アントルモン（指揮・ピ
アノ）が創

つく
り出す円熟を極める至高の音楽をお

楽しみください。

日　時  ９月26日㈯午後６時30分開演（６時開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
曲　目  R.ワーグナー／「ニュルンベルクのマイスタージンガー」より前奏曲、

W.A.モーツァルト／ピアノ協奏曲第20番、L.v.ベートーヴェン／交響
曲第５番「運命」

チケット  好評発売中　全席指定一般6,000円、高校生以下3,000円
プレイガイド  あさかわ、わかまつ、佐藤新聞店、信州国際音楽村、琴光堂楽器店、

平安堂上田店、平安堂しおだ野店、セレスホール
　丸子文化会館　TEL42・0001

観世喜之 観世喜正関根祥人野村萬斎

報
ぴ
っ
く
あ
っ
ぷ

情
INFORMATIONPICK UP
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　花づくりを通じて、美しく潤いのある快適なまちづくり、地域づくり
を進めるため、「上田市花と緑のまちづくりコンクール」を開催します。
　新市になって２回目の開催となった昨年は、計48件の応募があり、個
人を含む16団体が受賞しました。
  日ごろから、花づくりをしている皆さん、自慢の花壇で応募しません
か。自薦、他薦は問いません。たくさんの応募をお待ちしています。

応募しませんか
新生上田市発足３周年記念「上田市花と緑のまちづくりコンクール」

募集します
上田市助産師確保修学資金等貸与者

　上田地域の周産期医療体制の整備が急務となっている中で、上田市産院に従事しようとする助産師の
方を支援する制度を創設しました。
　助産師養成学校などで学ぶ学生、現在離職中の助産師、さらには県外から新たに赴任する助産師に対
して、それぞれ必要な資金を貸与します。
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は健康推進課までお願いします。応募される方は事前に
お問い合わせください。

日　時  ７月18日㈯午後６時～10時ごろ（荒天の場
合は中止）

場　所  稲倉棚田
　稲倉棚田保全委員会事務局
　　（ 農政課内）　TEL23・5122

夕闇に浮かび上がる幻想的な風景
稲倉棚田ほたる火まつり

　日本の棚田百選に選ばれている稲倉棚田で、約
1,000本のろうそくが夏の夜の田園を幻想的にかも
しだす「ほたる火まつり」を今年も開催します。詳
細は、お問い合わせください。

制度の概要  
区分 修学資金 就業資金 研究資金

対象者 助産師を養成する学校または
養成所に在学する学生

６月以上助産師業務に従事し
ていない助産師

次のいずれかの方
・県外から転入した助産師
・６月以上助産師業務に従事し
ていない助産師

貸与金額 月額10万円 一括20万円 一括50万円

貸与期間 １年間 貸与決定から上田市産院に就
業するまで（２年間を限度） ３年間

その他 一定期間、上田市産院で従事することにより返還を免除します。
募集期間   修学資金、就業資金／７月１日㈬～８月31日㈪、研究資金／随時　　 募集人数 　各区分とも若干名
　 健康推進課　TEL28・7124

対　象  市内で花を育てている個人、団体、自治会、老人会、育成会のほ
か、事業所や学校、幼稚園・保育所など。

募集期間  ７月21日㈫～８月18日㈫
応募方法  市役所公園緑地課、または丸子・真田・武石地域自治センター建

設課にある応募用紙に必要事項を記入し、写真を添えてご応募く
ださい。

　 公園緑地課　TEL23・5134

NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ
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お
知
ら
せ

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
会

　

第
一
種
住
居
地
域
内
に
お
け
る
用
途
制

限
の
許
可
申
請
提
出
に
伴
い
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
き
利
害
関
係
者
へ
の
出
席
を
お

願
い
し
、
公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
会
を

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

◇
聴
取
会

●
日
時　

７
月
11
日
㈯
午
後
６
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

◇
建
築
物
の
計
画
内
容

●
申
請
者　

掛
川
健
三
氏（
株
式
会
社
ツ

ル
ヤ
代
表
取
締
役
社
長
）

●
場
所　

上
田
市
中
央
６
丁
目

●
主
要
用
途　

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗

●
延
べ
面
積　

３
６
１
０
㎡

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

特
別
用
途
地
区
の
指
定
に

向
け
た
説
明
会

　

都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
た

都
市
構
造
の
実
現
を
目
的
に
、
準
工
業
地

域
に
お
い
て
、
床
面
積
１
万
㎡
を
超
え
る

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
を
制
限
す
る

「
特
別
用
途
地
区
」の
指
定
に
向
け
た
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
／
場
所　

７
月
７
日
㈫
／
市
民
プ

ラ
ザ
・
ゆ
う
会
議
室
、
７
月
８
日
㈬
／

西
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル
、
７
月
９
日
㈭

／
丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
、
７
月
15

日
㈬
／
上
田
市
民
会
館
２
階
会
議
室

●
時
間　

午
後
７
時
〜

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

７
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題

に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

　

県
下
で
検
挙
・
補
導
さ
れ
た
青
少
年
は

平
成
14
年
以
降
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
20
年
は
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
上
田
・
丸
子
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯

少
年
数
は
横
ば
い
傾
向
で
す
が
、
そ
の
内

約
70
％
が
初
発
型
非
行（
万
引
き
、
自
転

車
盗
な
ど
）で
、
こ
ち
ら
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
非
行
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
は
、地
域
の
大
人
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
目
を
向
け
、
見
守

り
や「
愛
の
一
声
」を
か
け
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

　

月
間
中
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
少
年
補
導
委
員
の
皆
さ

ん
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
環
境

チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
活
動
の

際
は
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

公
害
防
止
条
例
案
の
説
明
会

　

市
の
公
害
防
止
条
例
は
現
在
、
旧
市
町

村
条
例
を
別
々
に
運
用
し
て
い
る
た
め
、

統
合
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
条
例
の
統
合

案
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
と
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
の
方
、
事
業
者

●
申
し
込
み　

７
月
16
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
生
活
環
境
課
へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。
事
業
主
が
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構（
中
退
共
）と
退
職

金
共
済
契
約
を
結
び
、
毎
月
の
掛
金
を
金

融
機
関
に
納
付
し
ま
す
。
従
業
員
が
退
職

し
た
時
は
、
中
退
共
か
ら
退
職
金
が
直
接

支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の

優
遇
な
ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

TEL
03
・
３
４
３
６
・
０
１
５
１

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

都
道
府
県
単
位
に
移
行

　

中
小
企
業
な
ど
で
働
く
、
従
業
員
や
そ

の
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険「
協

会
け
ん
ぽ
」（
愛
称
）の
保
険
料
率
は
、
従

来
全
国
一
律
の
８
・
２
％
で
し
た
が
、
今

年
９
月
分
の
保
険
料（
10
月
納
付
分
）か

ら
、
都
道
府
県
ご
と
の
保
険
料
率（
長
野

県
は
８
・
15
％
）へ
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
長
野
支
部

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
８
・
１
２
５
１

ア
レ
チ
ウ
リ
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う

　

ア
レ
チ
ウ
リ
は
旺
盛
な
繁
茂
に
よ
り
生

態
系
を
破
壊
し
、
動
植
物
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、環
境
省
が
駆
除
す
べ
き「
特

定
外
来
生
物
」に
指
定
し
て
い
ま
す
。
個

人
や
事
業
所
な
ど
の
所
有
地
で
繁
茂
し
て

今
月
の
表
紙

　丸子修学館高校の１年生が、今
年度の上田市わがまち魅力アップ
応援事業に採択された中丸子地区
の「箱山城・桜ロード整備事業」の
作業に３日間参加しました。
　６月４日は70名が参加し、花桃
の植栽、草取り作業、伐採木の運
搬などの作業を行いました。
　丸子修学館高校は、これまでも
授業の一環として海戸ポケット
パーク、鹿教湯里山セラピー公園
整備への協力など地元貢献を重ね
ています。地域の皆さんとの世代
を超えた交流・作業で、憩いの場
づくりの整備が進んでいきます。

丸子修学館が地元貢献
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

い
る
場
合
は
、
土
地
所
有
者
の
方
が
責
任

を
も
っ
て
駆
除
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
駆
除
の
方
法　

草
刈
り
機
で
は
ほ
か
の

植
物
も
刈
っ
て
し
ま
う
た
め
、
小
さ
い

う
ち
に
手
で
根
か
ら
抜
き
取
る
方
法
が

有
効
で
す
。
ま
た
、
根
が
残
る
と
再
生

し
ま
す
。
発

芽
期
が
６
〜

９
月
と
長
い

た
め
、
こ
の

期
間
に
３
回

程
度
の
駆
除

作
業
を
数
年

間
継
続
す
る

と
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

平
成
21
年
度
裁
判
所

事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

●
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平

成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方（
高

等
学
校
卒
業
程
度
）

●
受
験
申
込
書
の
交
付　

７
月
22
日
㈬
ま

で
長
野
地
方
裁
判
所
、
管
内
支
部
及
び

簡
易
裁
判
所
で
交
付

●
申
込
先　

長
野
県
で
の
受
験
を
希
望
す

る
場
合
は
長
野
地
方
裁
判
所

●
申
込
方
法　

７
月
14
日
㈫
〜
22
日
㈬
の

間
に
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
申
込
書
を

提
出
。

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
13
日
㈰

　

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
９
９
１

催
し

３
on
３
in
上
田

ゆ
き
む
ら
の
里
大
会

●
日
時　

８
月
２
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

真
田
体
育
館

●
対
象　

高
校
生
以
上
の
男
女（
男
女
混

合
チ
ー
ム
も
可
）

●
定
員　

24
チ
ー
ム
／
公
式
戦（
優
勝
を

目
指
す
）、交
流
戦（
３
on
３
を
楽
し
む
）

ど
ち
ら
に
参
加
希
望
か
を
明
記
。

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

●
応
募
締
切　

７
月
21
日
㈫（
定
数
に
達

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　

３
on
３
in
上
田
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（

体
育
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
７
２

上
田
市
民
水
泳
記
録
会

●
日
時　

８
月
23
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
２
時（
予
定
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
プ
ー
ル

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

●
種
目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ

イ
、
背
泳
ぎ（
中
学
生
の
部
・
高
校
生

の
部
は
50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
、
そ
の
他
は

50
ｍ
）、
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー（
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
）

●
部
門　

小
学
生
学
年
別
、
中
学
生
、
高

校
生
、
成
人（
30
歳
未
満
、
30
歳
・
40
歳
・

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
以
上
）

※
エ
ン
ト
リ
ー
は
一
人
２
種
目
ま
で
。
そ

の
ほ
か
リ
レ
ー
に
出
場
で
き
ま
す
。

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
保
険
代
含

む
・
当
日
受
付
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
で
、
体
育
課
ま
た
は
丸
子
総

合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教
育
事

務
所
、
上
田
市
水
泳
協
会
事
務
局
㈱
信

州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ふ
れ
あ
い
さ

な
だ
館
へ
。

※
小
学
生
は
、
各
小
学
校
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

健
康
な
母
体
づ
く
り
の

た
め
の
講
演
会

　

母
子
と
も
に
健
康
で
安
全
な
出
産
を
す

る
た
め
に
、
妊
婦
自
身
が
健
康
管
理
の
重

要
性
を
理
解
し
、
健
康
な
母
体
づ
く
り
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
産
科
の
医

師
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
22
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
創
造
館
２
階
ホ
ー
ル

●
対
象　

現
在
妊
娠
中
の
方
や
こ
れ
か
ら

妊
娠
出
産
を
考
え
て
い
る
方
、
一
般
の

方
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

お知らせ

「千曲川河川事務所と上田市における
防災情報ネットワークに関する協定」を締結

　国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所と上田市で
は、千曲川における洪水被害の予防、災害時の迅速な水防
活動、流域住民への情報提供を行い、安心・安全な暮らし
を守ることを目的として、５月29日に「千曲川河川事務所
と上田市における防災情報ネットワークに関する協定」の
調印を行いました。
　上田市では、千曲川に設置された３か所（上田橋、国分、
生田）のカメラ、水位計、雨量計により、水位や雨量など
の河川情報と河川の映像などの情報をリアルタイムに得る
ことが可能となり、大
雨が降った時に、迅速
に対応することが可能
となります。
　なお、静止画の河川
映像は、千曲川河川事
務所ホームページでも
ご覧いただけます。

　 危機管理室　TEL22･4100（内線1205）

��
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子
ど
も
ご
み
探
険
隊
に

参
加
し
よ
う
！

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
東
御

市
）の
見
学
や
、
エ
コ
・
ハ
ウ
ス
で
空
き

缶
を
使
っ
た
工
作
、
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
な

ど
を
し
な
が
ら
、
ど
う
し
た
ら
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。

●
日
時　

８
月
３
日
㈪
午
前
８
時
〜
午
後

４
時
15
分

●
集
合
場
所　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

（
丸
子
・
武
石
地
域
か
ら
の
参
加
者
）、

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
エ
コ
・
ハ

ウ
ス（
上
田
・
真
田
地
域
か
ら
の
参
加

者
）

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

50
円（
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

７
月
21
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

廃
棄
物
対
策
課　

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

上
越
国
境
谷
川
岳
登
山

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
、
上
越
国
境
に
位

置
す
る
谷
川
岳
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

コ
ー
ス
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
上
が
る
一
般

的
な
ル
ー
ト
で
す
。

●
日
時　

８
月
２
日
㈰
午
前
４
時
30
分
〜

午
後
7
時（
歩
行
時
間
約
５
時
間
）

●
場
所　

谷
川
岳（
１
９
６
３
ｍ
）

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上（
た
だ
し
、

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

大
人
４
５
０
０
円
、
小
中
学

生
３
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み　

７
月
15
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
武
石
公
民
館
へ
。

●
事
前
説
明
会　

７
月
24
日
㈮
午
後
７
時

30
分
よ
り
、
武
石
公
民
館
で
開
催
。
申

込
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

だ
ん
じ
ゅ
り
祭
in
上
田
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ダ
ン（
立
川
談
慶
）と
ジ
ュ
リ（
瀬
下
尚

人
）二
人
の
信
州
上
田
観
光
大
使
が
、
今

年
も
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

●
日
時　

７
月
10
日
㈮
午
後
７
時
開
演

（
６
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
チ
ケ
ッ
ト　

全
席
自
由
／
前
売
り

３
０
０
０
円
、
当
日
３
５
０
０
円 

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

ポ
プ
ラ
、
琴
光
堂
、

長
瀬
ソ
ロ
バ
ン
教
室

　

ポ
プ
ラ　

TEL
27
・
５
７
６
９

丸
子
金
子
図
書
館

た
な
ば
た
お
は
な
し
会

　
「
お
は
な
し
回
転
木
馬
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・
た
な

ば
た
ま
つ
り
の
か
ざ
り
つ
け
ゲ
ー
ム
な
ど

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

真
田
図
書
室

お
は
な
し
広
場

　
「
民
話
の
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
真
田
の

民
話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
公
民
館
図
書
室

　

真
田
公
民
館
図
書
室

　
　

TEL
72
・
２
２
０
０（
内
線
５
５
９
）

講
演
会「
沈
ま
ぬ
夕
陽
」

中
国
残
留
婦
人
の
叫
び

　

満
豪
開
拓
の
今
を
生
き
る
、
中
島
多た

鶴づ
る

さ
ん
の
悲
惨
な
引
揚
げ
体
験
談
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

７
月
19
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
参
加
料　

無
料（
申
込
不
要
）

　

上
田
日
中
友
好
協
会
事
務
局（
成
沢
）

　
　

TEL
22
・
０
７
４
１

第
31
回

う
え
だ
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

◇
の
ど
自
慢
大
会
出
場
者
募
集

●
日
時　

９
月
12
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜

２
時　

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
参
加
資
格　

市
内
の
小
学
生
以
上
の
個

人
・
グ
ル
ー
プ
。
歌
う
曲
の
カ
ラ
オ
ケ

Ｍ
Ｄ
か
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
用
意
で
き

る
こ
と
。
参
加
者
多
数
の
場
合
は
予
選

会（
８
月
22
日
㈯
予
定
）を
行
い
ま
す
。

●
応
募
方
法　

８
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表

者
名
と
人
数
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

歌
う
曲
目
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き

（
〒
３
８
６

－

０
０
１
２　

中
央
３

－

５

－

１
う
え
だ
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

実
行
委
員
会
事
務
局
・
上
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
・

２
６
２
９
）で
。

◇
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス（
ブ
レ
イ
キ
ン
、

ポ
ッ
プ
な
ど
）参
加
者
募
集

●
日
時　

９
月
12
日
㈯
午
前
10
時
40
分
〜

正
午（
１
グ
ル
ー
プ
10
分
程
度
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
体
育
館

●
ゲ
ス
ト　

覆
面
ダ
ン
サ
ー
〝
ひ
と
り
で

で
き
る
も
ん
〞

●
参
加
資
格　

高
校
生
〜
20
代（
個
人
、

グ
ル
ー
プ
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
方
法　

８
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
。

　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
25
・
２
６
２
９

第
９
回
さ
わ
や
か
高
原

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

７
月
26
日
㈰
午
前
７
時
30
分
受

付
開
始（
８
時
ス
タ
ー
ト
）。
天
候
に
よ

り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
集
合
場
所　

湯
の
丸
高
原
ロ
ッ
ジ
花
紋

前
●
コ
ー
ス　

湯
の
丸
高
原
ロ
ッ
ジ
花
紋
前

��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

↓
池
の
平
湿
原
到
着
後
自
由
散
策
↓
池

の
平
駐
車
場
集
合
↓
ゴ
ー
ル（
午
後
２

時
ご
ろ
）

●
参
加
費　

小
中
学
生
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
員
５
０
０
円
、
一
般
１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
、
防
寒
着
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会
事
務
局
へ（
当
日
受
付
可
）。

　

上
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　
（
上
田
ス
タ
ー
商
会
内
）

　
　

TEL
35
・
０
２
４
６

別
所
温
泉

常
楽
寺
文
化
講
演
会

●
日
時　

７
月
19
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
場
所　

常
楽
寺
本
堂

●
講
演
会　
「
天
台
教
説
に
お
け
る『
鏡
』

と
い
う
装
置
」久
保
智
康
氏（
京
都
国
立

博
物
館
企
画
室
長
）、「
仏
画
の
安
置
さ

れ
た
場
〜
浄
土
教
の
ば
あ
い
」大
原
嘉よ
し

豊と
み

氏（
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
）、「
天

台
観
経
曼ま
ん

荼だ

羅ら

の
正
本
」松
浦
正
昭
氏

（
富
山
大
学
教
授
）　

●
入
場
料　

無
料

　

常
楽
寺　

TEL
38
・
２
０
４
０

長
野
病
院
附
属
看
護
学
校
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

看
護
師
を
め
ざ
し
て
い
る
高
校
生
、
社

会
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
29
日
㈬
①
午
前
９
時
15
分

〜
午
後
０
時
10
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
25
分

●
持
ち
物
な
ど　

筆
記
用
具
、上
履
き（
運

動
靴
）・
靴
入
れ
用
袋
、
動
き
や
す
い

服
装

●
申
し
込
み　

７
月
22
日
㈬
午
後
５
時
ま

で
に
電
話
で
。

◇
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
体
験

　

白
衣
・
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
着
け
て
み

た
い
、
現
役
ナ
ー
ス
に
聞
い
て
み
た
い
小

学
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
30
日
㈭
午
前
９
時
15
分
〜

11
時
45
分

●
対
象　

小
学
５
・
６
年
生
お
よ
び
保
護

者（
要
相
談
）

●
定
員　

30
名（
参
加
費
１
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

７
月
14
日
㈫
午
後
５
時
ま

で
に
電
話
で
。

●
持
ち
物
な
ど　

上
履
き（
運
動
靴
）・
靴

入
れ
用
袋
、
着
替
え
や
す
い
服
装（
長

い
髪
の
方
は
ゴ
ム
で
束
ね
て
く
だ
さ

い
）。

　

長
野
病
院
附
属
看
護
学
校

　
　

TEL
27
・
９
７
９
３

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

　
「
ハ
ー
モ
ニ
カ　

つ
み
き
」に
よ
る
演
奏

で
す
。

●
日
時　

７
月
22
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
要
入
館
料
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

高
齢
者
健
康
の
集
い

●
日
時　

７
月
17
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

健
康
・
栄
養
・
歯
の
相
談
。
脳

げ
ん
き
教
室
。
介
護
予
防
体
操
。
童
謡

唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
薬
草
ク
ラ
ブ

に
よ
る
無
料
試
食
、
試
飲
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●
参
加
費　

無
料（
送
迎
バ
ス
あ
り
）

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

木
下
晴
弘
・
比
田
井
和
孝

講
演
会「
コ
コ
ロ
の
授
業
」

　
「
す
べ
て
は
子
ど
も
達た
ち

の
た
め
に
」を

テ
ー
マ
に
、
人
を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜

５
時

●
場
所　

上
田
市
民
会
館

●
内
容　

公
開
授
業「
コ
コ
ロ
の
授
業
」

／
比
田
井
和
孝
氏（
同
校
教
諭
）、
講
演

会
／
木
下
晴
弘
氏（
㈱
ア
ビ
ト
レ
代
表

取
締
役
）、
両
氏
対
談

●
定
員　

１
３
０
０
名（
入
場
無
料
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
専
門
学
校
へ
。

　

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

　
　

TEL
22
・
０
２
５
５

＜広告欄＞

��
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講
座
・
教
室

夏
休
み
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

　

山
本
鼎
が
主
張
し
た「
自
分
が
直
接
感

じ
た
も
の
が
尊
い
」を
、
絵
画
や
農
民
美

術
を
通
し
て
体
感
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　

①
絵
画
教
室
／
７
月
28
日
㈫
、

８
月
２
日
㈰
・
８
日
㈯　

②
木
彫
教
室

／
７
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮
、
８
月
１
日

㈯
●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館

●
講
師　

①
近
藤
恒
昭
氏（
元
小
中
学
校

長
・
美
術
科
指
導
主
事
）、
②
清
水
義

博
氏（
長
野
県
農
民
美
術
連
合
会
会
員
）

●
対
象　

上
田
市
及
び
近
郊
の
小
中
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

●
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

●
内
容　

セ
ミ
ナ
ー「
山
本
鼎
に
つ
い
て

知
ろ
う
！
」（
①
②
と
も
）、
①
絵
画
表

現
活
動（
下
絵
・
素
描
・
作
品
化
・
鑑
賞
）、

②
木
彫
り（
図
案
作
成･

彫
り
・
仕
上
げ
・

鑑
賞
）

●
持
ち
物　

４
Ｂ
鉛
筆
、
古
新
聞
、
ボ
ロ

布
、
昼
食
、
飲
み
物（
①
②
と
も
）、
①

絵
の
具
セ
ッ
ト（
ク
レ
パ
ス
、
ク
レ
ヨ

ン
可
）、
②
彫
刻
刀
一
式（
学
校
で
使
用

し
て
い
る
も
の
で
よ
い
）

●
材
料
費　

一
人
５
０
０
円（
３
回
分
）

●
申
し
込
み　

７
月
11
日
㈯
〜
18
日
㈯
ま

で
に
電
話
で
記
念
館
へ（
15
日
㈬
は
休

館
日
）。

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

戦
国
武
将
の
晴
れ
着

鎧
・
兜
・
刀
・
火
縄
銃

　

子
ど
も
向
け
歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。
博
物
館
職
員
に
よ
る
戦
国

武
将
の
晴
れ
着
の
解
説
や
、
本
物
の
鎧よ
ろ
い

・

兜か
ぶ
と

・
刀
な
ど
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
上
田
城
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

隊
に
よ
る
真
田
氏
を
モ

デ
ル
に
し
た
レ
プ
リ
カ
の
甲
冑
着
用
体
験

な
ど
も
あ
り
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

７
月
31
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
10
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
対
象　

小
学
生
か
ら
高
校
生（
保
護
者

の
参
加
も
可
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　
　カ

ラ
ダ
・
げ
ん
き
健
康
教
室

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
編

●
日
時　

７
月
22
日
、
８
月
５
・
19
日
、

９
月
９
・
30
日
、
水
曜
日
の
午
前
10
時

30
分
〜
正
午（
全
５
回
）

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

形
態
測
定
・
歩
行
診
断
・
ス

ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実

施
。あ
い
そ
め
の
湯
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

●
対
象　

20
歳
以
上
の
上
田
市
民

●
定
員　

先
着
20
名（
参
加
費
無
料
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物

●
申
し
込
み　

７
月
６
日
㈪
以
降
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
キ
ッ
ズ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
９

　
「
未
来
」の
ア
ニ
メ
作
品
を
作
っ
て
、
コ

ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
め
ざ
そ
う
！

完
成
作
品
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ

リ
の
動
画
部
門
へ
応
募
し
ま
す
。

●
開
催
日　

８
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪
の
３

日
間

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
対
象　

小
学
生
高
学
年
〜
高
校
生

●
コ
ー
ス
／
内
容（
定
員
）　

パ
ラ
パ
ラ
ア

ニ
メ
班
／
十
勇
士
ク
ラ
ブ
の
指
導
で
、

ト
イ
デ
ジ
カ
メ
で
キ
ャ
ラ
や
背
景
を
撮

影
し
て
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
！
（
10
名
）、

デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
班
／
作
楽
ク
リ
エ
イ

ト
有
限
会
社
の
指
導
で
、
自
分
で
描
い

た
絵
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
こ
ん
で
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
！（
５
名
）

●
参
加
費　

４
０
０
０
円（
指
導
料
、
材

料
費
な
ど
）

●
申
込
締
切　

７
月
26
日
㈰
必
着

＜広告欄＞
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a
ti
o
n
 A
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a
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a
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e

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

●
申
し
込
み　

氏
名
、
性
別
、
学
校
、
学

年
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス

（
班
）、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
抱
負
、

保
護
者
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
の
う
え

郵
便（
〒
３
８
６

－

１
２
１
１　

下
之

郷
８
１
２

－

１
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
39
・

１
０
１
０
）で
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情

報
セ
ン
タ
ー
へ（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た

く
つ
ろ
ぎ
講
座

●
日
時　

７
月
17
・
31
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

17
日
／
チ
ャ
イ
ブ
の
株
分
と
利

用
法
、
31
日
／
セ
ー
ジ
の
利
用
法
、
入

浴
ハ
ー
ブ
作
り

●
持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
新
聞
紙

●
対
象　

市
内
在
住
で
２
回
と
も
参
加
で

き
る
方

●
定
員  

先
着
30
名

●
申
し
込
み　

電
話
で
あ
い
そ
め
の
湯
へ
。

●
参
加
費　

無
料（
入
浴
さ
れ
る
方
は
入

館
料
５
０
０
円
別
途
）

　

あ
い
そ
め
の
湯　

TEL
38
・
２
１
０
０

介
護
者
の
会

な
の
は
な

●
日
時　

７
月
24
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階
太
郎
・
千

曲
の
間

●
内
容　

介
護
教
室「
介
護
と
と
も
に
〜

高
齢
者
の
口
腔
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

〜
」、
介
護
者
同
士
の
交
流
会
、
個
別

介
護
相
談（
希
望
者
）

●
講
師　

天
野
靖
子
氏（
歯
科
衛
生
士
）

●
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
ま
た
は
介

護
に
つ
い
て
学
び
た
い
方（
参
加
費
無

料
）

●
申
し
込
み　

７
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
介
護
課
ま
た
は
、
丸
子
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

●
日
時　

①
７
月
17
日
㈮
・
②
８
月
21
日

㈮
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●
内
容　

①
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
思
考
七
つ

の
原
則
、
②
会
社
の
目
標
を
具
体
化
す

る
方
法

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

第
39
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

７
月
18
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

お
口
の
中
の
違
和
感
に
つ
い
て

〜
乾
燥
、
痛
み
な
ど
〜

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

生
涯
楽
習「
上
田
自
由
塾
」

夏
休
み
子
ど
も
向
け
講
座

　

夏
休
み
の
作
品
作
り
、
楽
し
い
思
い
出

作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か（
園
児
・

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
大
歓
迎
で
す
）。

●
募
集
チ
ラ
シ　

市
内
小
学
校
へ
配
布
、

各
公
民
館
な
ど
に
も
設
置
。
講
座
内

容
、
参
加
方
法
は
講
師
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名（
学
年
）、
電
話

番
号
を
、
郵
送（
〒
３
８
６

－

０
０
１

　

７　

踏
入
２

－

１

－

15
池
野
第
２
ビ

ル
２
階 

生
涯
楽
習「
上
田
自
由
塾
」事

務
局
あ
て
）、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（uedajiyujuku@

ivory.
plala.or.jp

）で
。

　

上
田
自
由
塾
事
務
局

　
　

TEL
／
FAX
22
・
６
８
４
０

＜広告欄＞
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募
集

上
田
市
文
化
少
年
団
の

加
盟
団
体
を
募
集

　

子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
の
活
性
化
と

健
全
育
成
を
目
指
し
て
、文
化
少
年
団
は
、

子
ど
も
を
対
象
に
活
動
す
る
文
化
団
体
が

連
携
・
交
流
す
る
こ
と
で
、
積
極
的
に
文

化
・
芸
術
活
動
へ
参
加
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
２
月
７
日
㈰
に
上
田

創
造
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
の「
第

９
回
子
ど
も
文
化
祭
」に
参
加
を
希
望
す

る
団
体
は
、
今
回
の
募
集
で
加
盟
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

７
月
29
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
事
務
局
へ
。

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局（

文

化
振
興
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
６
１

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
参
加
者
募
集

●
対
象　

自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方
。
参
加
は
日
帰
り
ま
た
は
一
泊
の

い
ず
れ
か
１
回
の
み
。

●
定
員　

日
帰
り
／
30
名
、
一
泊
／
各
40

名
。
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。

◇
日
帰
り「
高
原
で
ゆ
っ
く
り
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
旅
」

●
期
日　

８
月
20
日
㈭

●
場
所　

群
馬
県
嬬
恋
村
休
暇
村「
鹿
沢

高
原
」

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

８
月
７
日
㈮

◇
一
泊「
会
津
若
松　

東
山
温
泉
の
旅
」

●
期
日　

11
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬
、
11
月

12
日
㈭
〜
13
日
㈮

●
参
加
費　

２
５
０
０
円

●
申
込
期
間　

８
月
３
日
㈪
〜
10
月
23
日

㈮
　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
上
田
地
区

セ
ン
タ
ー　

TEL
27
・
２
０
２
５

＜広告欄＞

お知らせ

平成22年度採用の上田市職員募集

試験の種類 試験区分 受験資格 試験科目

大学卒業
程　度 助産師

昭和25年４月２日以降
に生まれた方で助産師
の資格を有する方　※

教養試験
専門試験

短期大学
卒業程度 看護師

昭和25年４月２日以降
に生まれた方で看護師
の資格を有する方　※
（准看護師の資格では受
験不可）

教養試験
専門試験

高等学校
卒業程度

一般行政
事　務

昭和63年４月２日以降
に生まれた方

教養試験
適性検査

土木技術 教養試験
専門試験建築技術

●採用予定日  平成22年４月１日
●受験申込
・日時　８月５日㈬～ 11日㈫午前９時～午後５時
・場所　市役所（募集要項記載の受験申込会場）
・方法　受験者本人が持参してください（郵送は不可）。土・

日曜日も受け付けします。
●必要書類　①受験申込書（人材開発課及び各地域自治セン

ターで配布）、②履歴書（配布するものを使用。
ただし、高等学校在学者は全国高等学校統一用
紙を使用）、③80円切手貼

ちょう
付
ふ
の定形封筒（規格／

長形３号、合否連絡用、受験者のあて名を記入）、
④助産師・看護師区分の受験者は、各免許証の
写しまたは修了（卒業）見込証明書

　　　　　　受験申込書及び履歴書は、上田市ホームページ
からダウンロードして使用できます。

●第一次試験　９月20日㈰
　　　　　　　午前８時受付開始（８時30分試験開始）
●試験区分（採用予定人数はすべて若干名）

　 人材開発課　TEL22･4100（内線1202）

※平成22年３月31日までに取得見込みの方を含む
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KINDERGARTEN　INTRODUCTION

平
成
22
年
３
・
４
月
採
用

自
衛
官
の
募
集
と
説
明
会

◇
２
等
陸
・
海
・
空
士

●
応
募
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

●
受
付
期
間　

男
子
／
８
月
１
日
㈯
〜
９

月
17
日
㈭
、
女
子
／
８
月
1
日
㈯
〜
９

月
11
日
㈮

●
試
験
日　

男
子
／
９
月
20
日
㈰
ま
た
は

26
日
㈯
の
い
ず
れ
か
希
望
す
る
日
、
女

子
／
９
月
27
日
㈰

◇
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

●
応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

●
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈯
〜
９
月
11
日

㈮
●
第
１
次
試
験　

９
月
19
日
㈯

◇
募
集
説
明
会

●
日
時　

７
月
19
日
㈰
午
後
１
時
〜

●
場
所　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

　みのり保育園は昭和29年６月、季節
保育所として極

ごく

楽
らく

寺
じ

の境内地に「極楽寺
保育園」の園名で開園されたのが始まり
です。その後、昭和41年に法人化され、
平成17年５月には園舎を移転全面改築。
名前も「みのり保育園」と改名し、新たな
出発をしました。開園以来55年間、こ
の中之条の地で子どもたちの成長を見つ
めてきました。
　保育目標は、園歌にもうたわれている
ように「みんな元気でなかよくあそぶ子」
です。健康で明るい子ども、思いやりの
あるやさしい子ども、自分のことは自分
でできる子どもを目標に保育を行ってい
ます。特別保育として３歳以上児の活動
に、自然と社会の体験教室や、体育と音
楽のあそび教室を取り入れています。太

陽のもと、自然とともに心豊かに育って
ほしいという願いから、子どもたちはお
花見やいちご狩り、川遊びや山登りなど
に出かけ、温泉体験や新幹線などの乗り
物体験で、公共の施設を利用しながら社
会のマナーを学んでいます。
　また、保育室前のウッドデッキでは、
優しく暖かい日差しを浴びてひなたぼっ
こをする０歳児・１歳児の姿もほほえま
しく、戸外へ目を輝かせてお散歩に行く
２歳児も元気いっぱいです。自然や社会

の中に飛び出て、子ど
もたちは思いっきり遊
び、いろいろな経験を
しながら心と体をはぐ
くんでいます。
　主役は子どもたち。
笑顔と希望を胸に、み
のり豊かな成長と明
るい未来に向かって、
日々、元気いっぱいの
活動をしています。

太陽の下、みのり豊かに
はぐくむ子どもたち

みのり保育園

「甘くっておいしい！」
春のいちご狩り

体育あそび「高い跳び箱もへっちゃら」

＜広告欄＞
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上
田
市
に
寄
せ
ら
れ
た
思
い
を
形
に
！

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」を
活
用
し
て
い
き
ま
す

寄附メニュー 地域 件数 寄付金額（円） 活　用　方　法

夢に向かって！
上田城復元プロジェクト

市内 7 437,285

○平成20年度は、寄付金額全
額を「ふるさと上田応援基
金」に積立てました。

↓

○平成21年度以降、それぞれ
のメニューにかかる事業を
実施する際、基金からの繰
入により、活用を図ってい
きます。

市外 6 125,000
計 13 562,285

菅平高原　スポーツ応援団
市内 6 180,000
市外 0 0
計 6 180,000

がんばれ子どもたち！
学び舎応援

市内 0 0
市外 3 1,170,000
計 3 1,170,000

いつまでも大切にしたい
～私の故郷～

市内 0 0
市外 5 120,000
計 5 120,000

市長におまかせ
市内 3 3,109,959
市外 13 31,540,000
計 16 34,649,959

合　　　計
市内 16 3,727,244
市外 27 32,955,000
計 43 36,682,244

１．いただいた寄附の状況

平成20年度「ふるさと寄附金」実績報告
　平成20年度中に、「ふるさと寄附金」として43件、3,668万2,244円の寄附をいただきました。
　寄附をいただいた皆さんに、心から感謝申し上げますとともに、皆さんの「ふるさと上田を応援し
たい」、「上田大好き」、「上田の力になりたい」という温かい気持ちにこたえ、新生「上田市」のまちづく
りに活用していきます。

２．ふるさと寄附金の活用状況
　平成20年度中にいただいた、「がんばれ子どもたち！学び舎応援」への寄附のうち、100万円は、
寄附者の意向に沿って、平成21年度学校教育活動支援事業として、中塩田小学校図書館の書籍購
入に活用させていただきます。

ご寄附いただいた皆様、ありがとうございました。厚くお礼申し上げます。
（匿名・平成21年４～６月分）
◇現金 3,250万円 ／ふるさと寄附金として（市長におまかせ）
◇現金 5,000円 ／ふるさと寄附金として（夢に向かって！上田城復元プロジェクト）
◇現金 １万円 ／ふるさと寄附金として（がんばれ子どもたち！学び舎応援）
◇現金 １万円 ／ふるさと寄附金として（いつまでも大切にしたい～私の故郷～）
◇現金 ２万円 ／ふるさと寄附金として（夢に向かって！上田城復元プロジェクト）
◇現金 1,100万円 ／ふるさと寄附金として（市長におまかせ［音楽文化振興のために］）

　 政策企画課　TEL23･5112
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下
本
郷
自
治
会
で
、花
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
11
年
か
ら
。

築
地
〜
下
之
郷
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
契
機
に
、
道
路
沿
い
な
ど
に
花

壇
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
長
を
務
め
る
黒
澤
朝

男
さ
ん
は
、「
年
中
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、
３
５
０
０
本
の
苗
を

６
月
と
11
月
の
２
回
植
え
て
い
ま
す
」。

　

同
自
治
会
の
花
づ
く
り
は
、
種
か
ら
苗
を
育
て
、
翌
年
の
た
め
に

種
ま
で
採
る
の
が
特
徴
。
花
壇
に
植
え
て
か
ら
半
年
間
は
咲
い
て
い

る
種
類
の
花
を
選
び
、
こ
の
夏
秋
用
に
は
10
種
類
の
苗
が
作
ら
れ
ま

し
た
。「
芽
が
出
て
、
大
き
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
る
の
も
い
い
で

す
ね
」と
黒
澤
さ
ん
。

　

お
盆
過
ぎ
に
は
、
次
に
植
え
る
苗
の
種
ま
き
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
花
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
２
年
目
か
ら
は
、
冬
の

花
も
植
え
る

よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す

が
、
夏
に
苗

を
作
る
パ
ン

ジ
ー
や
ビ
オ

ラ
は「
暑
さ
に
弱
く
、

苗
を
育
て
る
の
が
一

番
大
変
な
ん
で
す
」。

　

６
か
所
あ
る
花
壇

の
水
や
り
は
９
班
に

分
か
れ
て
自
治
会
の

会
員
が
行
い
、「
自
分

の
と
こ
ろ
の
管
理

を
、
よ
そ
に
は
負
け

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
皆
さ
ん
が
や
っ
て
い
ま
す
」

と
黒
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
下
本
郷
自
治
会
は
上
田
市
都

市
景
観
賞
や
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
連
盟
の
花
い
っ
ぱ
い
功
労
表
彰
、

国
土
交
通
省
の
み
ど
り
の
愛
護
功
労
表
彰
な
ど
、
数
々
の
表
彰
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
10
年
も
続
け
て
い
る
と
途
中
で
、
止
め

よ
う
と
い
う
話
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
資
金
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
ね
。
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
が
な
か
っ
た
ら
、
止
め
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

昨
年
度
は
、
水
や
り
の
省
力
化
の
た
め
に
水
道
を
ひ
い
た
り
、
苗

づ
く
り
の
た
め
の
土
の
か
く
は
ん
機
を
買
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

約
１
２
０
戸
の
下
本
郷
自
治
会
で
は
こ
う
し
て
、
花
の
絶
え
な
い
地

域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
中
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、３
５
０
０
本
の

苗
を
２
回
植
え
て
い
ま
す
。

下本郷地区花と緑の街づくり（下本郷自治会）

下本郷地区花と緑の街づくり
は、平成20年度に「わがまち魅
力アップ応援事業」の自治会を
対象とした個性あるふるさとづ
くり応援事業の採択を受け、今
年度も継続事業として進められ
ています。６月21日には、自治
会員約60人が参加して花苗の
植え付け作業が行われました。
同自治会の苗づくりでは、枯れ
た花に粉ぬかを混ぜてたい肥を
作ったり、苗用の土に混ぜるも
み殻くん炭を作ったり、取り壊
しになった民家の柱を譲り受け
花壇の枕木に使ったり、家庭で
使わなくなった苗用ポットを持
ち寄ったりと、何から何まで自
分たちの手で行っています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23・5149）または株式会社日広（TEL24・1211）へ。

＜広告欄＞

黒
澤
朝
男
さ
ん　

く
ろ
さ
わ
・
あ
さ
お

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。
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　写真のオート三輪消防車は、
旧カネボウ丸子工場で使用して
いたものを工場閉鎖後、旧丸子
町に寄贈いただき丸子地域自治
センターが保管してきました。
1955年（昭和30年）式と古く、
地域の産業遺産として大変貴重
なものであるため、新生上田市
発足３周年を記念し復活させる
取り組みが始まりました。
　５月28日、旧カネボウ跡地
の食堂棟で「オート三輪復活プ
ロジェクトの設立会議」が開か
れました。
　プロジェクトには丸子工業振
興会や信州大学繊維学部、上田
市などが参加し、産・学・官で
連携し消防自動車として走行し
ポンプが稼動するまで、できる
だけ原型に忠実に修復するとと
もに、地域の活性化資源として
伝承し活用していきます。
　修復作業は９月までに完了さ
せ、10月３・４日にカネボウ
跡地で開催される「げんきまる
こ産業フェスタ’09」で展示、走
行させる予定です。

オ
ー
ト
三
輪
消
防
車
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
産・学・官
で
連
携

さつまいもの苗植えを体験

武石の自然と人とのふれあい
　
「
子
ど
も
た
ち
が
土
に
触
れ
、
武
石
の
自
然
を
体

い
っ
ぱ
い
に
感
じ
、
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
い
、
心

豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
」そ
ん
な
思
い
か
ら
は
じ

ま
っ
た
武
石
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の「
ふ
れ

あ
い
農
園
」は
今
年
で
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

６
月
９
日
、
武
石
商
工
会
館
東
側
の
畑
で
、
恒
例

と
な
っ
た
武
石
保
育
園
児
の
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
園
で
は
、
協
議
会
の
元
気
な

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
先
生
で
す
。
園
児
た
ち
は
１
本

ず
つ
苗
を
受
け
取
る
と
、
会
員
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

に
教
わ
り
な
が
ら
、
小
さ
な
手
で
土
に
穴
を
掘
り
、

苗
を
寝
か
せ
、
ま
わ
り
に
ふ
か
ふ
か
の
ワ
ラ
の
布
団

を
か
け
て
い
き
ま
し
た
。「
お
お
き
く
、
お
い
し
く

な
り
ま
す
よ
う
に
」と
手
を
合
わ
せ
て
お
願
い
し
、

最
後
に
水
を
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、「
こ
の
中
か

ら
武
石
の
農
業
の
担
い
手
が
生
ま
れ
た
ら
う
れ
し

い
」と
話
す
会
長
の
加
藤
松
子
さ
ん
。
実
り
の
秋
ま

で
会
員
の
皆
さ
ん
が
草
刈
り
や
草
む
し
り
な
ど
を
行

い
、
10
月
に
は
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
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６
月
１
日
か
ら
の
水
道
週
間
に
あ
わ
せ
、
真
田

地
域
内
小
中
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
蛇

口
や
ト
イ
レ
設
備
な
ど
の
点
検
整
備
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
点
検
を
行
っ
た
の
は
真
田
町
上
下
水
道
協

会
の
会
員
13
社
の
皆
さ
ん
で
、
今
回
初
め
て
小
中

学
校
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

手
際
よ
く
外
さ
れ
た
蛇
口
の
中
を
見
て
、「
わ
ぁ

〜
、水
道
の
中
っ
て
こ
ん
な
に
な
っ
て
る
ん
だ
！
」

と
、
周
り
を
取
り
囲
み
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
硬
く
な
っ
た

パ
ッ
キ
ン
な
ど
の
消
耗
品
を
交
換
し
ま
し
た
が
、

中
に
は
蛇
口
そ
の
も
の
が
壊
れ
て
い
た
り
、
ト
イ

レ
の
ロ
ー
タ
ン
ク（
給
水
タ
ン
ク
）に
ひ
び
が
入
っ

て
い
る
も
の
も
見
つ
か
り
交
換
し
ま
し
た
。

　

協
会
長
の
関
口
政
彦
さ
ん
は
、「
設
備
が
古
く

な
る
と
水
漏
れ
な
ど
で
無
駄
な
水
が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
水
を
大
切
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
か
ら
」と
、
今
回
の

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
、

水
道
週
間
に
あ
わ
せ
介
護
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
無
料

点
検
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　稲倉棚田で、「牛の舌
した

草刈り」が始まったのは平成19年度か
ら。今年も、10月中旬ごろまで実施されます。この取り組みは、
放牧した牛に草を食べてもらうことで、遊休荒廃農地の解消、
イノシシなどの野生獣害の軽減、牛の飼育コスト低減を目的と
しています。
　６月18日、放牧する黒毛和種の繁殖用メス２頭をトラック
に乗せた「牧舎みねむら」の峯村誠太郎さんがやってきました。
「牛は寂しがり屋なので、２頭はいつも一緒。青々とした草を
たくさん食べ、広い敷地を歩き回るので足腰が鍛えられ安産に
なるんです」と峯村さんは話します。
　約3,000ボルトの電流の流れる柵で囲まれた約1.2haの荒廃農
地には、雨よけのパドックが設置されていて、稲倉棚田保全委
員会の皆さんが毎日朝夕２回、様子を見に来て世話をしていま
す。この日も放牧にあたり、当初から牛の里親をしている山岸
英雄さんら数人が、牛の飲み水の確保や柵の電圧の確認などを
していました。

ボランティアが上下水道設備点検

きれいな水、大切に

稲
倉
棚
田
で
牛
の
舌
草
刈
り

遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
へ
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：160,021人  男：78,281人  女：81,740人  世帯数：61,931戸　外国人登録者数：5,082人  男：2,413人  女：2,669人

人の動き （平成21年６月１日現在）

５月16・17日に開かれた第39回長野県高校将棋選手権大会で、17チーム
のトーナメント戦を勝ち抜いて優勝した、唐沢圭

けい

多
た

さん（左）、中村渉
わたる

さん
（中央）、山﨑寛

ひろ

明
あき

さん（右）は上田高校棋
き

道
どう

班
はん

に所属する３年生。「県大会
は強い人ばかりでしたが、過去の大会をもとに相手への作戦を組み立てて
試合に臨むことができました。将棋の魅力は、毎回新しい局面に出会える
ことにあります」と中村さんと山﨑さんは振り返ります。
３人は、三重県志摩市で７月30・31日に開催される、第45回全国高等学
校将棋選手権大会に出場します。「この大会では予選を勝ち上がらないと
いけません。でも、初めて対戦する
相手ばかりなので…」といいながら
も、どこか楽しそうな３人。
６月３日の夕方、上田駅水車前広場
で行われたストリートパフォーマン
ス「第67期将棋名人戦第五局大盤解
説会」では、大人たちに混じって参
加する彼らの姿がありました。「班
活と違った、いろいろな手を知るこ
とができるのが魅力です」と山﨑さ
んは話していました。

全国高等学校将棋選手権に出場決定！
提供／日本将棋連盟上田支部

し
き
お
り
お
り

広
報
う
え
だ
 N
o.79 平

成
21年
７
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16日
発
行
）　
編
　
集
　
上
田
市
秘
書
課
　
〒
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野
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